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◆ 除草剤の播種日同日処理の播種床を準備する時期です。耕起、砕土、整地作業は丁寧に

行い、膨軟な播種床を作成しましょう。 
◆ 二番草収穫後のスジキリヨトウの食害に注意しましょう。 

◆ 電気柵を設置し、クマのトウモロコシの食害を防ぎましょう。 

◆ 牛舎環境の制御、嗜好性の良い粗飼料、夜間給与など、暑熱の影響の緩和に努めましょ

う。 

 
１ 草地管理 

（１）除草剤の播種日同日処理における播種床の作成 
  ア 永年草牧草は、8 月下旬から 9 月中旬を目安に播種しますが、播種の約 30 日前（7 月中旬から 8

月上旬）に播種床を予め形成し、雑草を十分に生育させます。 

  イ 前植生処理が未実施の場合は、速やかに非選択性除草剤を散布するか刈払を行います。 

  ウ 耕起作業では、ル－トマットが確実に土壌の下層にすき込まれるように、または確実に土壌と混

和するよう十分な深さを確保します。耕起作業の良否が次ぎの砕土・整地作業の精度に影響します。 

  エ 堆肥は、10ア－ルあたり 5tを目安に散布します。炭カルなど土壌改良資材を必要量施用します。 

オ 砕土・整地作業は、ル－トマットが確実に土壌と混和するよう、また施用した堆肥や土壌改良資

材が十分に土壌と混和するよう丁寧に行います。十分に砕土された膨軟な播種床は、牧草の発芽と

定着を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）スジキリヨトウによる牧草の食害に注意 
平成 22 年度の 2 番草収穫後、スジキリヨトウによる食害が滝沢村と県南部で多発しました。今の

ところ注意情報は出ていませんが、スジキリヨトウは老齢幼虫で越冬し、夏期高温年に大発生するの

で、本年度も注意して下さい。 

食害により、草地が一部枯れたようになり、裸地が拡大して行きます。幼虫が大きくなると薬剤が

効かないので、早期発見と薬剤防除が必要です。 

化成肥料（造成時施用量目安を参考）をブロキャス等
で散布

除草剤の播種日同日処理の概要

除草剤散布（7月上旬）

砕土・整地（7月中旬～8月上旬）

除草剤散布（8月下旬～9月中旬）

播種（除草剤散布日～翌日）

施肥（除草剤散布日～数日）

鎮圧（除草剤散布日～数日）

耕起、堆肥･土改材散布

ケンブリッジローラー等で丁寧に鎮圧

（※やらないと失敗する恐れ大）

播種日目安　8月20日～9月5日（県北・県央）
　　　　　　　　 8月20日～9月中（県南)
※除草剤が乾いてからブロキャス等で播種

グリホサート系非選択性除草剤を散布、雑草を一網打尽
（※200～500ml/10aを水25～50ﾘｯﾄﾙで希釈）

この間に雑草を十分に生え揃わせる

　リ－ドカナリ－やシバムギ、ギシギシの古株等が多い場合は、
　耕起整地の10日～14日前にグリホサ－ト系非選択性除草剤を　

　散布（※雑草の占有多くなければ必須ではない）

　
プラウ耕起後、堆肥5000kg/10a、石灰・リン資材（土壌診断に

基づく）投入

播種日の概ね30～40日前　ロータリ、ディスクハロー等で

播種床形成（丁寧・膨軟、いつでも播種できる状態）

この間
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は一気
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新規記事用免責注意事項



 
２ クマによる飼料用トウモロコシの食害回避 

（１）電気柵の設置 

電気柵は、電気ショックを経験させて、動物の心理的バリヤ－を構築することにより圃場への侵入 

を防ぎます。物理的な柵ではないため、必ず侵入前に設置し、電気ショックを経験させます。 

ア 設置時期 

クマはトウモロコシの子実を好んで、圃場内へ侵入します。トウモロコシの出穂前（7月下旬～8

月上旬）には設置を完了します。 

イ 漏電の防止 

アースを確実に設置します。電気柵は草などに触れて漏電すると効果が劣り、侵入の一番の原因

となります。こまめに草刈りを行うか、電牧設置場所の周囲に除草剤散布を行いましょう。また、

設置後も定期的なチェックを行い、漏電による電圧低下を防止しましょう。  

ウ 設置方法 

3 段張りが一般的です。クマは地面を掘って侵入する場合が多いため、1 番下の電気柵は地面か

ら 20cm の位置に設置します。また、圃場のくぼみの部分はポールを増設します。より効果を高め

る方法として、電気柵の外側にもう 1つの電気柵（トリップ柵）を設置する方法があります。トリ

ップ柵はメイン電気柵の外側 30～50cm、地面から 20～30cm の高さに 1本設置します。（写真参照） 

（２）設置費用 

ア 外周 600ｍの場合（2ha 前後） 

［電牧器（バッテリ－収納型）・グラファイポ－ル・ポリワイヤ－3段、クリップ］で 10万円前後  

イ 外周 300m の場合（1ha 未満） 

［電牧器（電池型）・グラファイポ－ル・ポリワイヤ－3段、クリップ］で 6万円前後  

支柱等、自己調達可能な資材を使用することで設置コストはさらに低減可能です。 

電気柵設置に係る詳細と相談は最寄りの農業改良普及センターまでお問い合わせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

食害を受けた草地。イネ科

植物を好んで食害し、シロ

クローバ、ギシギシが残る。

夜間に活動が活発になるな

どの特徴。 

 
スジキリヨトウ(幼虫) 

スジキリヨトウ（成虫） 

スジキリヨトウ 

 老齢幼虫で越冬し、夏期高温年に大発

生する。大発生した場合、草地が枯れた

ようになる。 

 幼虫の第１世代は 6 月下旬から 7 月上

旬、第 2 世代は 8 月下旬から 9 月上旬に

発生密度が高くなり、被害が大きいのは

第 2 世代である。本県では年 2 世代の発

生であるが、夏期高温年は 3 回目の成虫

が発生することもある。 

幼虫は約 25mm以下の大きさ。幼虫の期

間は 26-30 日間。最初は黄緑色であるが、

大きくなるに従って褐色を帯び、中央と

背面両側に茶色の縦縞ができる。 

草丈の長い所に、白い卵塊が産み付け

られる。ふ化までは、第 1世代で 9-12 日

間、第 2,3 世代で 6-7日間。 

トリップ柵を追加したトウモロコシ圃場の電気牧柵 



３ 暑熱の影響の緩和（乳牛） 

本格的な暑さに向け、飼料給与を点検しましょう。 

（１）輻射熱や直射日光の遮断、換気・送風量の確保により、乳牛の体感温度を低下させます。 

（２）新鮮な水を十分に飲水できるようにします。水槽の掃除はこまめに行います。 

（３）嗜好性の良好な粗飼料の給与に努めます。適期収穫で、調製品質の良いものが望ましいです。嗜好

性がやや劣る粗飼料の場合は、少量づつ給与する、配合飼料など嗜好性の良いものを粗飼料に少量ふ

りかけるなど、採食意欲を高める工夫をします。 

（４）外気温が低下する夜間から早朝にかけても粗飼料が採食できるよう給与量を増やす、就寝前のエサ

押しなどを検討下さい。  

（５）粗飼料の摂取量や乳量・乳成分が低下し始めたら、次ぎの対応を検討下さい。 

ア 粗飼料の摂取量、反芻回数とだ液分泌量が減少するため、配合飼料の給与量の多い搾乳牛では、

ル－メン pH低下によるアシド－シスが懸念されます。配合飼料の給与回数を増やす、重曹（100～

200g/日・頭）の給与などを行います。 

イ エネルギ－補給のため、綿実や糖蜜など糖分の給与も有効です。綿実の場合、ル－メン微生物の

活性と乳脂肪分率の維持を考慮し、給与量は 1頭あたり 1日 2kg が上限です。大豆油やパ－ム油を

原料とするバイパス油脂の給与もル－メン微生物の活性を阻害せずエネルギ－補給できるの有効

ですが、リノ－ル酸含量が多いものは、繁殖に有益であっても乳脂肪合成を阻害する場合があるの

で、給与量は推奨量を参考とします。また、ル－メン pH が低下する場合、乳脂肪合成を阻害する

作用が強くなる場合がありますので、併せてル－メンアシド－シスに注意します。 

ウ 発汗の増加により、カリウム、ナトリウム、マグネシウム、カルシウム、リンなどのミネラル要

求量も通常の 10 から 20%増加します。乾乳後期牛を除き、鉱塩を切らさないようにするとともに、

重曹を補給し、リン酸カルシウムを増給します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次号は８月３０日（木）発行の予定です。気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。 

熱
中
症
防
止 

■日中の気温の高い時間帯を外して作業を行うとともに、休憩をこまめにとり、作業時間を短くする等作業時間の工夫を行うこと。水分をこま

めに摂取し、汗で失われた水分を十分に補給すること。気温が著しく高くなりやすいハウス等の施設内での作業中については、特に注意。 

■帽子の着用や、汗を発散しやすい服装をすること。作業場所には日よけを設ける等できるだけ日陰で作業するように努めること。 

■屋内では遮光や断熱材の施工等により、作業施設内の温度が著しく上がらないようにするとともに、風通しをよくし、室内の換気に努めるこ

と。作業施設内に熱源がある場合には、熱源と作業者との間隔を空けるか断熱材で隔離し、加熱された空気は屋外に排気すること。 

６月１日～８月３１日は 

農薬危害防止運動期間です 

● 近隣住民・周辺環境に配慮しましょう 

● 農薬散布準備、作業中・後の事故に注意しましょう 
● 農薬の保管・管理は適切にしましょう 

中央農業改良普及センター県域普及グループは、現地農業改良普及センターを通じて先進農業者に対す

る支援活動を展開しています。 


